




























































































































































































































































18 19第 1章　歴代センター長に聞く――GLOCOL の歩み
方に身を置いてみることができるということが重要になってくるということ
ですね。
小泉　身を置くだけではなくて、本当に理解するということです。そこで
何が起こっているのか、それが両方とも理解できるような感性をつくるよ
うなプロセス・プログラムが必要だと思います。そのためには座学も必要
になります。当然知識も必要になります。一方、知識だけでは絶対にわ
からない種類のことがあると思うので、知識に裏付けられたうえで体験と
して両側を知ること。非常に多くの人がその中心だけを知っていて、どこ
までも中心志向でいく人は人類学以外では多いと思います。それから逆に
人類学者の方は遠いところとか周辺の個別社会をみるだけになってしまっ
て、それを含めて世界を動かしている何ものかをつかもうとする欲求があ
まり強くないということになりがちなので、その両方を知りたいと思うよ
うな人をつくれるといいと思います。
　そしてやはり知るだけではなくて、行動力のある人をつくるということで
す。行動力ということを最初から言っているのですけれども、GLOCOLが
つくろうとする人材をどういうふうに言い表すかというときに、申請書な
どでつかったのですけれども、いまのグローバル世界の中でどんな場面
でもダイナミックに行動できる姿勢、もちろん誰とでもコミュニケートでき
る力だと思います。そういうコミュニケーション力と、行動力そして中心も
周辺も含めて世界を本当にみて知った上で行動できるという、単にそこに
行って知った気になるということではなくて。学生たちをみていてもちょっ
とこれでは足りないなと思うのはゴーイング・ネイティブになって、現地の
人と仲良くなって現地を闊歩して、パーティーをやったりダンスをしたりし
て、そして楽しかったといって帰ってくるという種類のものではない。もう
少し地面の中というか、仮面の向こう側というか、内側がみえているよう
な、わかっているような種類の体験をすることが必要かと思います。そう
いうプログラムをどうやってつくったらいいのかわからないのですけれど
も、学生が実践活動に従事するというのは非常に大きな意味をもつと思
います。そこで実践がでてくるのです。
　さっきいったようにグローバルという言葉が流行語みたいになっていて、
私はいいかげん聞き飽きて、もう使いたくないです。だけれども、やはり
陳腐な言い方ですが、グローバル化、グローバル時代のなかで行動して
いけるような人が日本には少ない。ほとんどいないかもしれないというの
は事実だと思います。そのような人を育成する、人づくりということがで
きるのかどうかわかりませんけれども、少なくともその方向にもっていけ
るようなモ メーンタムをつくる制度があったらよいかもしれないですね。
―　グローバル人材の育成というとすごく平たんな言葉に聞こえてし
まって、こういうプログラムをすればということに。
小泉　言葉だけが上滑りしていますね。育成というけれども、教育に関し
て人は育てるとかつくるものではないだろうと私は思っているので、人が
育つのに寄り添うとか、育つのを助けるとかはできるでしょうが、自分の
方で何か伸びていかないと育たないと思います。それぞれの人はそれぞれ
もっているものがありますから。その人たちがやりたいことをやって伸び
ていったり育っていったり、大きくなったり、いろいろなことを始めたりす
るそういうときにそれを手伝ったり、あるときにはエネルギーをあげたり、
後ろから支えたり同行したりアドバイスしたり、ときには少し引っ張って
やったりということだと思います。一律のかたちで「こういうプログラムで
あればこういう人材をつくれます」ということではないのだと思います。だ
からグローバルな人材をつくるというのは、そういうふうにこの頃はいわ
れますが、これは大変難しい話だと思います。
―　長 と々お時間いただきまして、大変ありがとうございました。
